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主旨

コンピュータ活用部会のホームページは、JFMAホーム
ページの研究部会HP群の中にあります。

FMでのコンピュータ使用に関する、初歩的ノウハウを解
説した、Tips集や、2000年、2002年に実施したCAFM調
査報告など、FMの実務を行う方々にとって有益な内容
を情報発信しています。

が、昨今のICT技術の発展や時代の変化によって現状
にそぐわない部分も出てきたため、内容の全面的改訂
を行うこととしました。



コンピュータ活用部会HPへのアクセス。
JFMAの各研究部会のHPは、JFMAホームページの非
常に深いところにある。

調査研究ボタンをクリックする。 コンピューター活用研究部会をクリックする。 部会紹介をクリックする。

活動成果報告ページをクリックする。

JFMAコンピュータ活用研究部会について
と言うページが表示される。

これからが、コンピュータ部会のHP

経路が長すぎてわかりにくく、
途中で迷子になる人も多い。
これも改善が必要だが、全体
にかかわることなので、要望の
み提出している。



改訂方針
既存の枠組み・デザインを踏襲しながら、内容を改訂する。

過去の調査報告は、歴史的事実の報告であるので、そのま
ま残す。

新たに、FM支援ソフトウェア一覧表ページを作成し、FMの
実務を行う方々が利用可能なソフトウェア類の一覧表と概要
を表示し、 FMの実務を行う方々を支援する。



●TIPS集の改訂

2011年4月より、コンピュータ活用部会の月例会にて、
“初歩の知識”部分より、順次内容の点検を進めてきま
した。

部員によるディスカッションを行い修正内容を決め、改
訂を進めています。現在、“初歩の知識”の部を終わり、
“活用編”に入ったところです。



TIPS集の改訂例
WhatsFMやガイドブック類との連携



初歩ながら実践的な情報を重視する。





現在活用編に入ったところです。順次進めてまいります。



●FM支援ソフトウェア一覧表ページの作成

ファシリティマネジメントには多くの分野があり、かつ、同
じ分野でも多くの局面があります。FMを実践する方々
はそれぞれの分野・局面でより合理的に活動を行い、よ
りよい成果を出すことを求められています。

昨今のICT技術の発展と一般化・コストパフォーマンス
の劇的改善により、ICT技術をフルに活用したFMの実
践が身近なものになってきています。

しかし、多くのファシリティマネージャーにとって、自分た
ちの業務に役立つ便利なソフトウェアがどこにあるのか、
という情報は、決定的に不足しています。

この状況を打開すべく、コンピュータ部会では、ファシリ
ティマネージャーが手引として使用できるFM支援ソフト
ウェア一覧表ページを作成する活動を始めました。

【主旨】



【方針】

FM業務の特定局面・特定分野に役に立つソフトウェアで
あれば、リストアップの対象とする。いわゆる狭義の
CAFMソフト（CADとデータベースを連結し図面と管理情
報を取り扱うソフト）に限定しない。

一般に利用可能なソフトウェアを対象とする。販売または
サービス提供されているソフト。自社用にのみ開発され他
に提供できないものは除外する。

ソフトウェア概要は、基本的に、メーカーまたはベンダー
から登録申請のあったものをそのまま載せる。コンピュー
タ活用部会は内容に関して評価コメントを載せない。ただ
し、そのソフトを登録するかどうかは、コンピュータ活用部
会が決定する。

登録申請は、決まったフォームを用意し、そのフォームに
て申請していただく。



【経過】

2011年に登録フォームを作成し、まず、コンピュータ部
会内の当企画関連メンバーで上記趣旨に沿ったソフト
ウェアを持つ会社が、登録フォームを使用して原稿を作
成し、部会HPに上梓するテスト運用を行いました。

この結果を踏まえ、仕組みの細かい手直しの後、一般
のソフトウェアベンダーへの登録案内を行います。



FM支援ソフトウェア一覧表ページ概要
コンピュータ部会トップページで“FM支援ソフトウェア一覧表
ページの表示”をクリックします。



一覧表ページが表示されます。現在は、試行期間です
ので、登録されているソフトは、7社8件です。

ソフトウェア名欄
をクリックすると、
そのソフトウェア
の概要ページを
表示します。



登録ソフトウェアの概要が表示されました。

システムの特徴欄・
備考欄でそのシス
テムの概略機能を
掴むことが出来ます。

メールアドレス・Url
がリンク表示されて
いますので、より詳
しい情報を取得した
り、メーカー（ベン
ダー）に直接問い
合わせることが出来
ます。



下部には補足情報があります。

およその価格情報も
あります。また、導入
先の了解がある場合
は、導入事例欄に事
例へのリンクが表示
される場合もありま
す。



現在登録されているソフトも各局面で活躍しているソフトです。たとえば
このソフトは先年JFMA技術賞を受賞したソフトです。



すべてのソフトに導入実績があります。



いろいろな局面で利用されるソフトがあります。



計画・POEフェーズから実務管理システムまで



【展望】
一度登録するだけでなく、その後の追加・修正を含めた
メンテナンス体制を構築することで、その時点で利用可
能なソフトウェアのコンシェルジュサイト化を目指します。

現在、コンピュータ活用部会にて、登録案内をお送りす
るソフトウェアベンダーのリストアップを行っているところ
です。すでに20社程度リストアップ出来ていますが、こ
のソフトは役立つ、という情報があれば、コンピュータ活
用部会あて、ご一報ください。

（暫定連絡先 t-morimo@gamma.ocn.ne.jp ）


